
野幌の植物の行方

村 野 紀 雄

1.は じ・ダ)に

野幌 森林公園 に窪 むよ'、にな ってか ら、 ち ょう

ど20年 にな る,

初 めの ころは、その 大木の生 い茂る様 に満 足 し、

八気の な ざと、その広 さに も感嘆 しつつ 歩い た.

い まで は、それ らの大木:が少 な くな った こ と、

森の至 る ところ 人の 足跡 だ らけにな ったこ とを嘆
ロ 　

きなが ら歩いて いる、面積 につ いて も さして広 い

ところ と.思わ な くな った,τ,

私 の接 した20年 間 は、何度 か襲 った台 風でた く

さんの風倒木:がでた り、伐採 や植林が進 んだ りし

て森の構二成 が大 き く変 って きたほか 、周辺部の都

市化が激 し く進み 、マ ラソン、 クロ スカン トリー

スキーの場 とな るな ど、・森、の利用形 態 も加速 的に

変化 を遂げ た期 問 とい える、

この巡 り合 わせ を大事に して、森の深遠性 の存続

を模索 しつつ植物 た ちの行方 を見極 めてい きたい・

野幌 で は、 これ まで、工 藤(!9!8パ 館 脇 ・松

江(1934)、 館 脇 ・五一騰q973)、 伊 藤 ・春 ・仁 ・

石川(19831、 村 野(1987)で 確 認種 が取 り一Lげ
ぢア

られている 、この うち、館脇 ・五 卜嵐 はそれ以,1[1

の 記 録 を含めて整理 し、里予幌 国有林 に則 す 蜘 江

物 と して503種 、 外}練 註物 と して32種 冶 計5凝 重

の高等植物 目録 を揚 げ、ほか に導 入 され た外 来の

樹林:79,種を上げて し・る,

そ こで、 この 目録 をベー ス として、 その後見つ

かっていな いもの、新 た に見つか って いる もの な

どについて概要 を述 べ てみよ う一

2.近 年 見 つ か っ て い な い も の

18年 前 の 館 脇 ・五 十 嵐 の 目録 に あ っ て 、そ の 後 観

察 情 報 の な い 自 生 植 物 に 次 の よ う な も の が あ る 、

ス ズ ラ ン 、ク ロ ユ リ 、エ ゾ カ ン ゾ ウ 、ノ ハ ナ シ ョ

ウ ブ 、 ミ ヤ マ モ ジ ズ リ 、 ミ ツ バ ベ ン ケ イ ソ ウ ・ ワ

タ ゲ カ マ ツ カ 、 セ ン ダ イ ハ ギ 、 ク ロ ツ リ バ ナ 、 ク

ロ ウ メ モ ドキ 、 オ オ タ チ ツ ボ ス ミ レ 、 ア イ ヌ タチ

ツ ボ ス ミ レ 、 カ ラ ス シ キ ミ 、 ハ ナ ヒ リ ノ キ 、 コ ヨ

ウ ラ ク ッ'ソ ジ 、 ウ ス ノ キ 、 ナ ツ ハ ゼ 、 オ オ バ ス ノ

、

も

'・

升み
ノエ

ー
↑
r
,、

ウソギ
ヤ

へま
、

辱
、

,り

、

プ

》
ワ
ノ

エ一じ
為

　

、
/
、

'
ア
ニ

ノ

、・、ノ
々

'

つ
'・、

ン

廿

一フンギ

.
こ一雷r

'

キ
脚

?

.「

二?
.」
一

,

ー

ノ雫ア一ナ　
浅

,,

、、
、

、、

ノ
・
//

、
.・
ゾ

し
ー
}
すー

レ
、
、
、

ヌ
、ヤ

「
r

ーノ
ノ

ア
ド

ユ
"

、

∵一フ

,

二
r

p.ワ

ノ

ρ
ノ

ノ
'「西ハコ

る・歩滑ご
ノ

、
hこなデエカドr二」

一

一

一?
ノ

コ

、

,
7/

4

ノ

3,近 年 明 かに減少 している もの

18年 前 によ く目につ い て 、近頃 見 つ け に くく

な った ものの・代表 は、まず ラ ン科の仲 間であろ う・

ノビネチ ドリ、サ ルメ ンエ ビネ、サ イハ イラ ン、

アオチ ドリな どは通常 の 歩道:沿いで 見る ことがで

きな くな った、,

オ オバギボウ シ、エ ンレイソウ、オオバナ ノエ ン

レ イソ ウ、ミヤマエ ンレ イソウ、フク ジュソウ、エ

ゾサ ンゴサ クなど春 を飾 る花 の減少 ぶ りも激 しい。

量的 に滅少 の際 だつ もの に、 ミズバ シ ョウ、エヘ

ゾ ノリュウキ ンカな どがあ る。

ユキザサ、 ギ ョウジ ャニ ンニ ク、 クサ ソテ ツな

ど山菜 とも くされる もの の減少や わい少化 も目に

見える よ うにな った、,

これ ら諸 々の減少 の原因 は各々の生育環境 が狭

め られた ことにあ るが、 人に摘 み取 られ る ことに

よる ことも多い,、

4.近 年 見つか った もの

館脇 ・五十 嵐の 目録以 降、北1毎道植物友 の会(未

発表)、 筆者(:!987及 び 未 発表)な どが新 しい確

認種 を追加 し、その数 は!OO種 を こえてい る,在

来 の もの と考一えられる植物 と侵入 して きた と考 え

られる植物 の割 合は、 おおよそ/:1で 、 案外 に

昔の 人の記録漏 れが 多い ことが わか って きた。

しか し、やは り帰化植物 の増 大ぶ りが 目だち_

金体 の帰 化植物率 を6%か ら12%に 押 し上 げて

る,一、野 幌の 入工化 は ころ した面 か らも読 み取 る こ

とがで きる,

在 来の もの と考 えられ る もの は次 のよ うな もの

であ る.,

ヒ メザゼ ンソウ、 ヒメ イズ イ、 ヒダカエ ンレ イ

ソウ、 クモ キ リソ ウ、エ ゾキケマ ン、カ ラフ トダ

イコンソウ、 ミズタマ ソウ、 キクザ キ でチゲ、 ア

ズマ イチ ゲ、サ ンカ ヨウ、ベ ニバナ イチ ヤク ソウ、

な どで 、いずれ も局所的 に生育 している.、

これ らの うちサ ンカ ヨウは、針 広混交林 の一一部
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が 森 の 中 に 持1～ 込、ん'・で植 え 、 そ 紅 が そ 二だ:げ で1'曽

、え た も ・ノ)ヒ思 わ れ る

こ の よ ろ な 例 は 地 ・に も あ り 、 か つ て 薬:争二関 係 吝

な ど に よ り 、 播 種 が 行 わ れ た 二 と を 示 す も の ヒー考

え て い る

帰 化 植 物 に は 次 の よ う な も の が あ る,

ハ ル ガ ヤ 、 タ イ ヌ ビ ユ 、 ニ マ ゼ キ シ ョ ウ 、 セ リ

バ オ ウ レ ン 、ワ ス レ ナ グ サ 、ハ ル ザ キ ヤ マ ガ ラ シ 、

キ レ ハ イ ヌ ガ ラ シ 、 ヘ ビ イ チ ゴ 、 ム ラ サ キ ウ マ ゴ

ヤ シ 、 イ タチ ハ ギ 、 タチ オ ラ ン ダ ゲ ン デ 、 ノ ラ ニ

ン ジ ン 、 ユ ウ ゼ ン ギ ク 、 ア メ リ カ セ ン ダ ン グ サ 、

タ ウ コ ギ 、 ア メ リ カ オ ニ ア ザ ミ、 キ ク ニ ガ ナ 、 コ

ウ リ ン タ ンポ ポ 、 ト ゲ チ シ ャ 、 ア ラ ゲ ハ ン ゴ ウ ソ

ウ 、 セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ 、 ブ タナ な ど で あ る 。

こ れ ら は 森 の 変 化 に つ れ て 盛 衰 、 交 代 を 繰 り返

し 、 構 成 種 に 変 化 を 見 せ て い る,

例 え ば 、 中 央 線 沿 い の 耕 作 放 棄 地 な ど に 集 中 的

に 広 が っ て い た セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ や ユ ウ ゼ ン

ギ ク な ど は 、 耕 作 放 棄 地 に 植:林 が 進 む に つ れ て 、

少 な くな り 、 森 の 全 体 の 林 道 に 拡 散 し 、 目 溜 り に

お し や ら れ て い る,ユ ウ ゼ ン ギ ク の 含 問 に 咲 い て

い た ギ ン セ ン カ の 姿 は 見 え な く な っ て い る,

こ ん こ も 、 そ れ、そ れ 増 減 を 繰 り返 し な が ら 新 し

い 種 の 侵 人 や 消 失 を 含 む 変 化 を 重 ね て い く に ち が

い な い 、

ほ と ん.ど の 外 一来 橿 物 は 、 伐:採 地 、 耕 作 地 、/瀦く道

沿 い 、 園 地 や 施 設 周 辺 の 人 工 的 な ヒ こ ろ に 進 入 し

て い る が 、 セ リ バ す ウ レ ン は 天 然 林 の 真 っ た だ 中

に.生 育 し て い る,,明 治 か 大 正 時 代 に 、 薬 草 業.者 が

林 内 に 種 を撤 い た も の が す ・っか り と十 着 し た も の

の よ う で 面 積 は 少 な い が 、 い か に も 自 然 な 感 じ で

株 床 を 構 成 して お り 、 歴 史 的 な 意 味 で も 貴 重 な 存

・在 ヒ な っ て い る 。

5.チ ェ ッブリス トので乍成 と不【j用に向 けて

しかるべ きリス トを作 成 し、 リス トの一つ ひ と

つを点検 し、 その後の フ ォローする と、貴重 、希

少な植物 な ども浮 かび上が って くる,

そ 二で、 まだ大 ざ っぱなが ら、野幌で の、最近:

までの全ての 高・等植 物 を リス トア ップ ししてみる

と、植栽 木 を含め 、739種 とな り、以上 の よ うな

二 と が 輝rっ て き た.

この リ ス ト は 、 変 種 、 品 種 の わ げ 与 な ヒくに よ つ

て 、 ま た 、 情 撮 提 供 皆 ・ノ')信'頼'性な ど に よ っ て 変 わ

り 、1・ 分 な 点:検 が 必 要 で あ る が 、 こ れ か ら 様 々 な

活 用 が 可 能 で あ る 、

リ ス トの 信 頼 性 を 高 め 、 リ ス トに よ っ て 植 物 の

勉 強 の 効 率 を 高 ・ゾ)たり 、 保 護iや 観 察 な ど へ の 活 用

を み ん な で や っ て 行 き た い と考 え て い る.,皆 さ ん 、

御.一 緒 に 野 幌 の 季直物 の 行 、与 を探 っ て'見 ま せ ん か 、

國 兼 治 徳

ヨモキ'は草.餅二の材 料 と して 占 くか ら使 われて い

る山菜である 、

私が育 った家 で も'祖母が春 に ヨモ ギ を摘 み、湯

が いてザ ルに レすのが'常だった。そ の頃は、年 に

・回暮 れの5日 頃 に餅掲 きを した ,鏡 餅 に始 まり、

あん餅 ・豆餅 ・切 り餅 そ して草餅 を揚 いた。 草餅

を作 る時 は、 まず乾燥 した ヨモギ を水で もど し、

セ イロの儒米 の上 に置 いて ・緒 に蒸 した。あせ た

尊色 だが 、 ヨモ ギの匂 い は掲 い てい る 問 もた だ

よった。草餅 は ヨモギ餅 とも云 う,

父 は餅好 きで三 度 の飯 が 餅 で も飽 きな いふ う

.だった。 父は一生 の中 で大病 に罹 った ことが何 度

かある,.最 初 は若い時 のおで きの手術 であ る,,父

の話 や残 され た記録 を も とに想 像す る しかな い

が、幼 い父 は麻酔 な しに押 え られて左 大腿部 の卵

大ので きもの を取 り出 された とい う.,想 像す るだ

けで を身震 いする、,あ との病 気 は私の記憶 に もあ

り、アキ レス腱 の切 断 、結核 と70代 後半の強度 の

下痢 であ る.、,特に この下痢 は頑固 で、 市立病 院に

入院 して も止 まらず 、食物 を口にする と またた く

間に排 泄 して しまっだ、医者 も手の くだ しよ うが

な く、父 はやせ る一方 で点滴で かろ うじて もって

いた、1
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